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国立大学法人富山大学の中期計画 新旧対照表 

 

 

現  行 変 更 案 変更理由 

【6-2 社会の多様な分野で活躍できる博士課程学生の育成】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特色を生かし実現

・達成を目指す姿や水準 

① 優秀な大学院博士課程学生を対象に、研究力向上、キャリ

アパス支援に向けた様々な取組を提供し、アカデミアや⺠ 

間企業等で幅広く活躍できる人材を育成する。 

（２）目指す姿や水準を実現・達成するための方策 

①ア 「科学技術イノベーション創出に向けたフェローシップ

創出事業」採用学生の論文投稿及び国際学会発表の支援によ

る研究力向上、インターンシップ参加などのキャリアパス支

援に向けた様々な取組を提供する。 

 

（３）目指す姿や水準を実現・達成したか検証するための評

価指標 

 

評価

指標 

（指標通番20）①アA…論文投稿数及び国際学会発

表数（「科学技術イノベーション創出に向けたフ

ェローシップ創出事業」採用学生が、いずれかを

毎年度１回以上投稿又は発表） 

 

 

 

【6-2 社会の多様な分野で活躍できる博士課程学生の育成】 

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特色を生かし実現

・達成を目指す姿や水準 

① 優秀な大学院博士課程学生を対象に、研究力向上、キャリ
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（２）目指す姿や水準を実現・達成するための方策 

①ア 「科学技術イノベーション創出に向けたフェローシップ
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科学技術イノベーショ

ン創出に向けたフェロ

ーシップ創出事業が次

世代研究者挑戦的研究

プログラムに一本化さ

れ、令和６年度以降は

同プログラムにおいて

のみ学生を採用するた

め。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【12-1 地域の医療連携と高度医療の強化】  

（１）中期目標を踏まえ富山大学の強みや特色を生かし実現

・達成を目指す姿や水準  

① 地方自治体、地域医療機関との連携強化を図り、特定機能

病院である当院と他病院の役割分担を明確化し、質の高い医

療を提供するとともに地域医療に貢献する。  

（２）目指す姿や水準を実現・達成するための方策 

①ア 地域連携研修会の開催や連携登録医数の増加等により地

域の医療機関との連携を強化し、紹介率、逆紹介率及び医師

派遣数を、より増加させる。 

①イ 高度医療の強化を行うとともに、センター化等により医

療機能の集約・強化を行う。 

①ウ 検査・診療に利用できるAIアプリケーションを、開発又

は導入する。  

（３）目指す姿や水準を実現・達成したか検証するための評

価指標 

 

評価

指標 

（指標通番52）①アＡ…紹介率、医療連携協定

病院などへの逆紹介率、地域の医療機関への

医師派遣数（第４期中期目標期間中の平均数

を、第３期中期目標期間中の平均数より増加

） 

 

（指標通番53）①イＡ…医療機能の集約・強化

の状況（令和5年度までに呼吸器センター（仮

称）及びこども医療センター（仮称）、令和

６年度までにアレルギーセンター（仮称）を

設置するとともに、令和３年度に設置したジ
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①ア 地域連携研修会の開催や連携登録医数の増加等により地

域の医療機関との連携を強化し、紹介割合、逆紹介割合及び
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①イ 高度医療の強化を行うとともに、センター化等により医

療機能の集約・強化を行う。 
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（３）目指す姿や水準を実現・達成したか検証するための評

価指標 

 

評価

指標 

（指標通番52）①アＡ…紹介割合、医療連携協定

病院などへの逆紹介割合（第４期中期目標期間

中の平均数を、令和３年度の数値より増加）、

地域の医療機関への医師派遣数（第４期中期目

標期間中の平均数を、第３期中期目標期間中の

平均数より増加） 

（指標通番53）①イＡ…医療機能の集約・強化の

状況（令和5年度までに呼吸器センター（仮称）

及びこども医療センター（仮称）、令和６年度

までにアレルギーセンター（仮称）を設置する

とともに、令和３年度に設置したジェンダーセ

令和４年度診療報酬改

定により「紹介率」が

「紹介割合」に、「逆

紹介率」が「逆紹介割

合」にそれぞれ変更さ

れ、今後は「紹介割合

」「逆紹介割合」が地

域の医療機関との連携

を測る指標となるため

。 



ェンダーセンターでは保険診療が可能となる

施設の認定を取得）  

（指標通番54）①イＢ…高度医療である一般社

団法人外科系学会社会保険委員会連合が定め

る高難度手術（D・E）や高難度新規医療技術

を用いた医療の実績等（第４期中期目標期間

中における高度医療の実績を第３期中期目標

期間全体の実績より増加）  

（指標通番55）①ウＡ…検査・診療に利用でき

るAIアプリケーションの開発や導入状況（令

和７年度までに開発と一部導入） 
 

ンターでは保険診療が可能となる施設の認定を

取得）  

（指標通番54）①イＢ…高度医療である一般社団

法人外科系学会社会保険委員会連合が定める高

難度手術（D・E）や高難度新規医療技術を用い

た医療の実績等（第４期中期目標期間中におけ

る高度医療の実績を第３期中期目標期間全体の

実績より増加）  

（指標通番55）①ウＡ…検査・診療に利用できるA

Iアプリケーションの開発や導入状況（令和７年

度までに開発と一部導入） 
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